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報告および協議事項

1．会長挨拶

金子会長から出席者に対し謝辞が述べられた．引

き続き，JJP発行計画，学術会議改革など日本生理学

会を取り巻く諸問題に関連して審議を尽くしていた

だきたいとの挨拶があった．

2．前回議事録の承認

前回（平成16年6月1日）開催の平成16年度第一

回常任幹事会の議事録が原案通り承認された．

3．庶務報告および会則改訂と委員会の見直しにつ

いて

金子会長から資料に基づき庶務報告が行われた．

また，平成16年 6月 3日開催の平成16年度評議員

会・総会において，「当番幹事」の名称を「大会長」

に改めることが承認されたことに伴い，日本生理学

会会則を次のとおり改めることが会則委員長の同意

の下に，会長より提案され，原案通り承認された．

また，会長から，現在の会則委員会は評議員会・

総会などで行われた決議に基づいて会則の字句の修

正を提案することを任務としているが，今後この作

業は専任幹事が行うこととして会則委員会を廃止す

ること，「評議員推薦委員会」を「会員委員会」と改

め，会員資格喪失の防止，常任幹事選挙などの際の

定員の見直しなど会員に関わる諸業務を担当するこ

とに変更したい旨提案があり，全会一致でこれを承

認した．

4．編集･広報委員会報告財務報告

岡田編集･広報幹事から日本生理学雑誌に関して報

告が行われた．号数にマッチした時期に発行がされ

るようになったこと，会員ページも外注によりリニ

ューアルを準備していることが報告された．

5．財務報告

本間財務幹事から平成16年度会計の中間報告が行

われた．また，平成17年度予算については5月の総

会までの間空白になるのを避けるため，固定支出に

関しては前年にならって執行したい旨発言があり，

これを了承した．

6．JJP編集委員会報告

本間委員（野間委員長の代理）からJJPの編集・発

行状況について報告があった．JJPの編集発行は学会
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会則旧 会則新

6 本会の役員には評議員，常任幹事，監事および当番

幹事がある

本会の役員には評議員，常任幹事，監事および大会

長がある

10 当番幹事は大会の開催を引き受けた評議員であっ

て，大会の一切の事務を行う．大会終了後次回登板

幹事に事務引継ぎを行って任期を終わる．この任期

中評議員会および総会を招集し，これを司会する．

大会長は大会の開催を引き受けた評議員の代表者で

あって，大会の一切の事務を行う．大会終了後次期

大会長に事務引継ぎを行って任期を終わる．この任

期中評議員会および総会を招集し，これを司会する．
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刊行センターに委嘱していたので，日本生理学会は

学会事務センターの倒産に伴う被害を受けることは

無かったが，編集発行を担当していた渡辺氏は事務

センターの職員であったので，刊行センターでJJPの

刊行を継続することは困難になったと判断された．

そこで編集委員会では外国の出版社を含め複数の出

版社にJJP刊行の意思があるかどうかを問い合わせ，

刊行計画，見積もりを求めたところElsevier，Black-

well，Springer，Medical Tribune（MY）社の4社か

ら提案を受けた．この提案をもとに，①世界のonline

Journal化への流れに適応して，JJP論文が世界の何

処からでも閲覧できる環境を整え，論文著者にとっ

て魅力ある雑誌にする，②適正な購読料を設定し，

安定したJJPの発刊を確保する，③JJPのポリシーを

世界に訴える，などの観点からMT社に委託するこ

とを決定した．実際にはMT社がHighWire Pressに

JJPを登録し，そこに参加することになることによっ

て①の条件を満たす．

購読料については2005年に関し，これまで通り年

額9,000円として日本生理学会が徴収し，これをMT

社へ支払うこと，2006年以降に関しては年額3,000円

として評議員の生理学会会費の一部とするか，会員

全員がonline購読するものとして年額1,000円を会費

として徴収するかの2案が提案された．

これに対し，2005年に関する年額9,000円の根拠が

明確でないとの反論があり，再度，編集委員長，会

長，財務幹事の間でMT社からの見積もり，購読料

徴収に掛かる事務費用を積算の上，購読料を定め，

持ち回り常任幹事会の承認を得たのち決定すること

となった．

2006年以降に関しても同様である．

誌名の変更について編集委員長からはLogic of 

Life―Japanese Journal of Physiologyの提案があっ

たが引き続き検討することとなった．

これに関連して会費の定めは会則から外し，会則

改訂を要しない表現に改めてはどうかとの意見があ

った．

7．教育委員会報告

松尾委員長から教育委員会の活動に関する報告が

あり，その中で生理学学生実習に関する画像情報の

収集・保存が提案された．

8．学術・研究委員会報告

久保委員長から，仙台大会におけるシンポジウム

の提案を3件行ったところ，これが認められたこと，

科学研究費補助金の時限付分科細目として①異分野

融合ポストゲノム科学，②光技術生命科学を提案し

たこと，③科学研究費補助金の審査員に関する情報

提供方式が，学術会議を経由せず，各学協会から直

接学術振興会へ提出する方式に変更されたことの説

明があった．生理学会ではこの変更に関わらず，こ

れまで通り評議員の投票による選出方法を取りたい

ことが提案され，了承された．これに関連して，日

本生理学会の選出方法を学術振興会へ文書で報告す

べきであるという意見が出された．

金子会長（学術会議会員）から生理学研究連絡委

員会から時限付分科細目としてこのほかに③疼痛学

の提案があり，合わせて3項目を第7部に提案したと

ころ，このうちの疼痛学が第1位，ポストゲノム科学

が第3位で第7部からの提案になったことが報告され

た．

前回の常任幹事会において大森前委員長から大会

参加費のガイドラインを策定してはどうかとの意見

があったが，「非会員のシンポジストの参加費は無料

とする」ことを申し合わせ，その他の参加費につい

ては大会後とに事情が異なるのでガイドラインには

含めないこととした．

また，（独法）科学技術振興機構の研究開発支援総

合ディレクトリ（ReaD）の生理学に関する分類が相

応しくないのでこれに対して学会から意見を述べる

こととなった．

9．研究倫理委員会報告

板東委員長から動物愛護管理法の見直し問題に関

連して，学術会議第7部報告「動物実験に対する社会

的理解を促進するために」が発表されたことについ

て報告があった．また，動物愛護管理法の見直しに

関する進捗状況，RDS立ち上げに関する状況などが

報告された．
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10．将来計画委員会

前田委員長から委員会の活動に関し報告があった．

11．生理学若手の会

若手の会代表奥村氏から夏の学校では200名近い受

講者があったこと，札幌大会においてSSP（Student

Scientist Program）を実施したこと，本年も7月31

日から8月2日まで夏の学校の開催を計画しているこ

との報告があった．また，世話人の改選が行われ，

世話人会を運営委員会と改称したことが報告された．

12．男女共同参画推進委員会

水村委員長からアドバイザー制の導入に向けての

委員会の活動について，また男女共同参画協会連絡

会について報告があった．生理学会としてアドバイ

ザー制を行うことが了承された．

13．日本学術会議生理学研究連絡委員会報告

金子第7部会員から科研費時限付分科細目の提案，

科研費審査員に関する情報提供方法の変更について

の報告があり，さらに，改革後の学術会議会員候補

者の推薦が日本生理学会宛に送られてきていること

の説明があった．締め切り（12月20日）が迫ってい

るので評議員の投票を行っている余裕が無いことか

ら，会員候補者は現常任幹事および任期を終えた前

期の常任幹事の中からは条件に合致している方を常

任幹事が投票により選出する方法が提案され，投票

を行った結果，下記の方々が選出された．

1．（女性3名以上の枠として）

2．（若手，実務者，女性6名以上の枠として）

3．（地方在住者7名以上の枠として）

4．（その他）

14．第36回IUPS Congress組織委員会報告

倉智プログラム委員会委員長から約10件の協賛学

会のSponsored symposiumを確保し関連学会に呼び

かける案が提案され，基本的にこれを了承した．

15．IUPS役員会報告

金子IUPS第一副会長から2005年4月に改選される

新役員，理事の名簿が紹介され，日本生理学会とし

ては原案を支持することが承認された．また，2005

年4月の総会に出席する代表の選任については金子会

長に一任することとなった．

16．第82回日本生理学会大会（札幌大会）準備状

況の報告

丸山副大会長から，会期は2005年5月18日―20日，

会場は仙台国際センターで行う準備が進められてい

ることが報告された．

17．第81回日本生理学会大会の報告

青木幹事から第81回日本生理学会大会について報

告された．

196 ●日生誌　Vol. 67，No. 5 2005

RECORDS


